
鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

総
合
戦
略
等
の
見
直
し

問 

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
※
１
）
の

政
策
立
案
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
。
目
標

を
定
量
的
、
定
性
的
に
設
定
す
る
こ
と
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
。

答 

今
の
制
約
の
中
で
未
来
の
理
想
像
に

近
づ
け
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
違
っ
た

手
法
が
色
々
取
れ
る
と
思
う
。
そ
う
し
た

視
点
を
し
っ
か
り
と
入
れ
た
目
標
を
作
っ

て
い
く
。
ワ
ン
チ
ー
ム
で
、
小
さ
く
て
強

い
と
こ
ろ
を
目
指
し
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
我
々
の
得
意
技
と
し
て
や
っ
て
い
く
。

災
害
対
策
と
県
土
の
強
靭
化

問 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
想
定
を
考

慮
し
な
が
ら
、
堤
防
の
強
化
や
河
道
確
保

等
の
河
川
整
備
に
つ
い
て
、
重
点
的
な
予

算
配
分
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

一
定
の
ハ
ー
ド
対
策
は
効
果
が
あ
り
、

あ
る
程
度
前
倒
し
で
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
ソ
フ
ト
対
策
と
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

現
在
、
信
号
機
の
停
電
対
応
措
置
は
、

地
震
対
策
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
あ

ら
か
じ
め
必
要
箇
所
数
を
把
握
し
、
風
水

害
も
考
慮
し
た
整
備
計
画
を
立
て
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

（
警
察
本
部
長
）
次
期
計
画
策
定
の
際

に
は
、
風
水
害
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
災
害
を

想
定
し
て
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い

く
。

問 
ペ
ッ
ト
と
同
居
で
き
る
避
難
所
や
一
時

保
護
的
な
シ
ェ
ル
タ
ー
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

獣
医
師
会
と
も
協
力
体
制
を
協
議
し

て
協
定
を
結
び
、
受
入
体
制
や
救
出
等
を

含
め
て
対
応
を
考
え
て
い
く
。

先
端
技
術
導
入
の
促
進

問 

横
串
を
刺
し
て
情
報
共
有
や
モ
デ
ル

事
業
に
取
り
組
む
た
め
、
庁
内
に
検
討
会

議
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

答 Society5.0

（
※
２
）
を
推
進
す
る

検
討
会
議
を
つ
く
り
、
有
識
者
も
入
れ
て

プ
ラ
ン
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

農
林
水
産
業
の
振
興

問 

本
県
の
畜
産
業
を
守
る
獣
医
師
の
人

材
不
足
は
深
刻
。
特
に
若
年
層
の
確
保
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答 

社
会
人
の
再
就
職
と
し
て
、
公
務
員

獣
医
師
を
積
極
的
に
開
拓
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
新
年
度
に
マ
ッ
チ
ン
グ
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
く
。

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

問 

パ
ラ
国
体
な
ど
の
誘
致
に
は
宿
泊
施

設
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
。
県
と
し
て
環
境
整

備
を
誘
導
し
て
は
ど
う
か
。

答 

い
ず
れ
や
っ
て
く
る
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
も
に
ら
み
な
が
ら
、ホ
テ
ル・

旅
館
の
障
が
い
者
対
応
を
進
め
る
。

県
内
企
業
の
働
き
方
改
革

問 

労
働
者
不
足
の
問
題
が
あ
る
建
設
業

の
働
き
方
改
革
を
ど
の
よ
う
に
実
行
し
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
連
休
や
お
盆
休
み
前

の
発
注
に
対
す
る
不
満
の
声
が
あ
る
。
工

期
設
定
を
改
善
す
べ
き
で
は
。

答 

週
休
二
日
工
事
の
浸
透
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
関
係
者
の
声
を
よ
く
聞
き
な

が
ら
制
度
の
改
善
を
図
る
。
年
末
年
始
や

お
盆
休
み
等
に
わ
た
る
発
注
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
時
期
を
調
整
す
る
。

命
を
大
切
に
す
る
教
育
の
実
践

問 

命
に
関
わ
る
教
育
を
よ
り
効
果
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

（
教
育
長
）
命
の
大
切
さ
を
心
か
ら
実

感
し
、現
実
の
行
動
に
反
映
で
き
る
よ
う
、

家
庭
や
地
域
等
と
連
携
し
た
学
び
の
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。

児
童
虐
待
対
策

問 

通
告
義
務
な
ど
対
処
の
ル
ー
ル
を
徹

底
す
る
た
め
、
学
校
現
場
の
実
態
を
確
認

し
た
上
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

（
教
育
長
）
で
き
る
だ
け
学
校
が
判
断

に
迷
わ
な
い
よ
う
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
で

き
ち
ん
と
示
し
て
い
き
た
い
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

問 

後
期
高
齢
人
口
の
増
大
に
伴
い
、
病

院
の
機
能
は
高
度
急
性
期
等
か
ら
リ
ハ
ビ

リ
向
け
の
回
復
期
や
慢
性
期
に
移
行
さ
せ

る
必
要
性
が
高
ま
る
の
で
は
。

答 

地
域
医
療
構
想
の
調
整
会
議
等
で
具

体
的
に
議
論
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
病
床

転
換
が
一
つ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

県
民
の
健
康
増
進

問 

フ
レ
イ
ル
（
※
３
）
対
策
は
行
政
に
よ

る
事
業
で
は
な
く
、
民
間
の
知
見
に
よ
る

Ｓ
Ｉ
Ｂ
方
式
（
※
４
）
を
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

答 

米
子
で
の
取
り
組
み
に
注
目
。
展
開

を
加
速
さ
せ
る
意
味
で
こ
う
し
た
手
法
が

可
能
か
ど
う
か
積
極
的
に
検
証
す
る
。

代
表
質
問

選
挙
区　

米
子
市

野
坂　
道
明 
議
員

※１ バックキャスティング：未来の姿から逆算して現在の施策を考える発想　※２ Society5.0：第 5 期科学技術基本計画において提
唱された我が国が目指すべき未来社会の姿　※３ フレイル：健康な状態と要介護状態の中間の状態をさす　※４ SIB 方式：官民連携
の仕組みの一つで、行政や民間事業者及び資金提供者等が連携して行う手法
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とっとり県議会だより

代
表
質
問

一
般
質
問

平
成
30
年
度
決
算
認
定

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果


